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要 旨

　本資料は，近年の東アジアの航空市場の発展が著しいこと，また，2005～2025年の国際航空貨物輸送にお

いて，アジア太平洋地域が世界最大の航空市場に成長するとした ICAOによる需要予測の結果を踏まえ，東ア

ジア発着の国際航空貨物流動の動向について，ICAOの OFOD統計により分析を行ったものである．本資料の

成果は，国際航空貨物需要予測の高度化を含め，我が国の航空・空港政策立案のための基礎資料となるもので

ある．
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Synopsis

This study analyzed changes in international air-cargo traffic from/to East Asia since 1988. In order to analyze the

changes, firstly, an OD (Origin and Destination) table from/to international airports in East Asia was prepared based on

the ICAO statistics. Accordingly, several analysis regarding international airports and international airline route were

conducted. These analysis comes to be basic data for future research on air transport demand estimation from/to East Asia.
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1. 序論

国際民間航空機関（International Civil Aviation Organization．

以下「ICAO」という．）の予測によれば，2005年～2025年ま

での世界の航空貨物輸送において，最も伸びが著しいのはア

ジア太平洋地域（年平均+8.1%）であり，輸送量も同期間で約

5倍に増加し，世界最大の航空市場に成長するものとしてい

る 1)．また，国際通貨基金 (IMF)は，中国，インド，NIEs諸

国（韓国，台湾，香港及びシンガポール）及び ASEAN5諸国

（インドネシア，タイ，マレーシア，フィリピン及びベトナ

ム）の当面の経済成長は堅調なものと予測しており，2011年

及び 2012年における実質 GDP成長率は，中国 9.0%～9.5%，

インド 7.5～7.8%，NIEs諸国 4.5～4.7%，ASEAN5諸国 5.3～

5.6%としている 2)．

我が国の航空・空港政策を検討する上で，航空需要予測は，

空港整備の必要性及びその規模の検討のための基礎データと

して，重要な役割を有する．なかでも，国際航空貨物需要予

測には，我が国のみならず世界各国の経済状況及び航空輸送

市場の動向等，考慮すべき項目が多数存在するが，東アジア

発着の国際航空貨物流動の現況及び近年の状況変化の整理及

び分析は，航空需要予測の高度化に有用な情報を提供するも

のと考えられる．

そこで，本資料は，近年の東アジアにおける航空市場の発

展が著しいこと，また，2005～2025 年の世界の航空貨物輸

送において，アジア太平洋地域が世界最大の航空市場に成長

するとした ICAOの予測結果を踏まえ，東アジア発着の国際

航空貨物流動の動向について，ICAOの On Flight Origin and

Destination（以下「OFOD統計」という．）により分析を行っ

た．その結果は，航空需要予測の高度化を含め，我が国の航

空・空港政策立案のための基礎資料となるものである．

なお，本資料の構成は以下のとおりである．まず，2章に

おいて，国際航空貨物の流動分析を行う上で，最も基礎的な

データになる，国際航空貨物 OD表を作成する．3章～7章

において，得られた国際航空旅客 ODをもとに，東アジア発

着の国際航空貨物の流動分析を行う．8章は，本資料のまと

めである．

2. 国際航空貨物 OD表の作成

国際航空貨物の流動分析を行う上で，最も基礎的なデータ

になる，国際航空貨物 OD表を作成する．当該貨物 OD表の

作成方法は，国土技術政策総合研究所が実施した先行研究等

3)4) の方法に準じた．即ち，OFOD統計をもとに，東アジア

を仕出地/仕向地とする ODの貨物量を読み取り，片方向の

OD表を作成する．そこから都市間の貨物量を合算し，双方

向の OD表を作成する．なお，本研究において「東アジア」

とは，日本，韓国，中国，香港，台湾の 5か国・地域とする．

本資料の分析対象都市は，1988年，1992年，1996年，2000

年，2004年または 2008年のいずれかの断面において，東ア

ジアとの間にOFOD統計上，貨物流動が認められた都市（207

都市）とする．当該都市の一覧は，付録 Aに示すとおりであ

る．なお，分析の対象となる路線は，全部で 753路線となっ

た．OFOD統計のデータは，2012年 1月 10日にアクセスし

たデータベースによる．至近の 2009年及び 2010年のデータ

も参照可能な状況にあったが，特に 2010年については，報

告された貨物量が過小であり，推計途中段階にあるものと判

断されるため，今回の分析対象とはしない．

本資料において，世界の国・地域を，「アジア」（前述の東

アジアを含む．），「オセアニア」，「北米」，「中南米」，「欧州」，

「中近東アフリカ」の 6つのエリアに区分して取扱う．なお，

台湾，中国，香港，マカオは，OFOD統計の区分方法に準じ，

別の国・地域として取り扱う．各エリアに含まれる国・地域

の一覧は，付録 Bに示すとおりである．

ここで，上記の手続きにより作成される，国際航空貨物OD

表に関し留意すべき点を予め整理しておく．

第一に，OFOD統計は，都市圏間の純流動を捉えたもので

はなく，あくまでも，総流動ベースの貨物量に過ぎない点で

ある 5)．例えば，都市 Aから都市 Bを積替地として都市 C

まで運送される貨物があった場合，OFOD統計上では，都市

A～都市 B及び都市 B～都市 Cの流動として集計され，都市

A～都市 Cの流動とは認識されない．一方，都市 Bが経由地

となる場合は，都市 A～都市 Cの流動と認識されるが，都市

A～都市 Bまたは都市 B～都市 Cの流動とは認識されない．

仮に，アンカレッジを仕出地とし，香港で積み替え，台北ま

で運送される貨物がある場合，本資料では，アンカレッジ～

香港，香港～台北間の貨物流動としてカウントされる．

第二に，OFOD統計のデータに所収される路線は，ダブル

トラック以上の国際定期路線に限られる点である．このた

め，今回の分析対象都市は，総ての国際定期便就航都市を網

羅していない．従って，本資料で分析する OD貨物量は，真

の貨物量とは一致しない．特に，貨物量の大幅な変動（増加

または減少）が観測された場合，GDP等のファンダメンタ

ルズの状況変化によるものなのか，単に路線運航会社数の変

化（シングルトラックまたはダブルトラック等）によるのも

のなのか，明確に区別して議論すべきである．

第三に，同一都市圏に複数の空港が存する場合，OFOD統

計上，これらの空港は一体のものとして整理される点であ

る．例えば，成田及び東京国際（羽田）は東京として一体の

ものとして整理される．本資料では，以後，特に断りがない

限り，「空港」は，「同一の都市圏に存する単一の空港または

複数の空港群」の意で用いる．
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OFOD統計には，上記に述べた課題があるが，入手が容易

で，かつ，国際航空貨物市場の経年的な OD貨物量を直接把

握可能な統計は他に存在しない．このため，本資料において

は，OFOD統計をもとに OD表を作成し，それを用いること

とする．

3. 東アジア発着の国際航空貨物流動量及び路線数の

推移

表-1 は，東アジア発着の国際航空貨物の総流動量及び路

線数の推移を時系列にまとめたものである．なお，総流動

量の単位は，メトリック・トンである（以下「MT」と表記

する）．2008年における東アジア発着の国際航空貨物の総流

動量は，約 762万MTであり，2000年と比較して+41.3%(年

率換算+4.4%)となっている．また，年間貨物が 100MT以上

の路線数は，428であり，2000年と比較して+36.3%(年率換

算+3.9%) となっている．当該路線における年間平均貨物量

は，約 17,000MTであり，2000年と比較して微増，1992年と

比較して 1.7倍程度に増加している．また，表-2及び図-1は，

路線数の推移を，その年間貨物量の規模別に整理したもので

あるが，1992年以降，年間 10,000MT以上の路線数は倍増し

ており，2000年以降も緩やかに増加しているのが分かる．

以下，同様の整理を国・地域毎に行った結果を示す．

表-3は，日本発着の国際航空貨物の総流動量及び路線数の

推移を時系列にまとめたものである．2008年における日本発

着の国際航空貨物の総流動量は，約 253万MTであり，2000

年と比較して-9.1%(年率換算-1.2%)となっている．また，年

間貨物量が 100MT以上の路線数は，150であり，2000年と

比較して+6.3%(年率換算+0.8%) となっている．当該路線に

おける年間平均貨物量は，約 18,000MTであり，東アジア諸

国の平均程度の規模であるとともに，2000年と比較して微

増し，1992年と比較して 1.5倍程度に増加している．また，

表-4及び図-2は，路線数の推移を，その年間貨物量の規模別

に整理したものであるが，2000年以降，年間平均貨物量の

小さい路線の数が増加する一方，平均貨物量が大きい路線の

数が減少している．

表-5 は，韓国発着の国際航空貨物の総流動量及び路線数

の推移を時系列にまとめたものである．2008年における韓

国発着の国際航空貨物の総流動量は，約 198万MTであり，

2000年と比較して+38.4%(年率換算+4.1%)となっている．ま

た，年間貨物量が 100MT以上の路線数は，99であり，2000

年と比較して+32.0%(年率換算+3.5%)となっている．当該路

線における年間平均貨物量は，約 20,000MTであり，2000年

と比較して微増，1992年と比較して 1.7倍程度に増加してい

る．また，表-6及び図-3は，路線数の推移を，その年間貨物

量の規模別に整理したものであるが，2000年以降，年間平

均貨物量の小さい路線の数が増加している．

表-7は，中国発着の国際航空貨物の総流動量及び路線数の

推移を時系列にまとめたものである．2008年における中国発

着の国際航空貨物の総流動量は，約 234万MTであり，2000

年と比較して+655%(年率換算+28.7%)となっている．また，

年間貨物量が 100MT以上の路線数は，173であり，2000年

と比較して+179%(年率換算+13.7%)となっている．当該路線

における年間平均貨物量は，約 13,500MTであり，日本，韓

国，香港として小さいものの，2000年と比較して倍増して

いる．また，表-8及び図-4は，路線数の推移を，その年間貨

物量の規模別に整理したものであるが，2000年以降，年間

貨物量 5,000～50,000MTの路線数の増加が顕著である．

表-9 は，香港発着の国際航空貨物の総流動量及び路線数

の推移を時系列にまとめたものである．2008年における香

港発着の国際航空貨物の総流動量は，約 233万 MTであり，

2000年と比較して+41.2%(年率換算+4.5%)となっている．ま

た，年間貨物量が 100MT以上の路線数は，74であり，2000

年と比較して+29.8%(年率換算+3.3%)となっている．当該路

線における年間平均貨物量は，約 31,000MTであり，他の東

アジア諸国より顕著に多いものの，2000年から微増に留ま

る．また，表-10及び図-5は，路線数の推移を，その年間貨

物量の規模別に整理したものであるが，特に，2000年以降，

10,000MT以上の路線が，全路線の約半数を占めている．

表-11は，台湾発着の国際航空貨物の総流動量及び路線数

の推移を時系列にまとめたものである．2008年における台

湾発着の国際航空貨物の総流動量は，約 30 万 MT であり，

2000年と比較して-46.2%(年率換算-7.5%)となっている．ま

た，年間貨物量が 100MT以上の路線数は，17であり，2000

年と比較して半減している．しかしながら，空港国際協議会

（Airports Council International）によれば 6)，台湾桃園国際空

港の取扱貨物量は，約 149万MTと報告されており，OFOD

統計上の数値との乖離が大きく，同統計の解釈に特別の留意

が必要である．
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表- 1 東アジア発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�
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図- 1 路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)

表- 3 日本発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�
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表- 4 日本発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)� �������
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図- 2 日本発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)
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表- 5 韓国発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�
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表- 6 韓国発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)� �������
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図- 3 韓国発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)

表- 7 中国発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�
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表- 8 中国発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)� �������
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図- 4 中国発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)
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表- 9 香港発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�
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表- 10 香港発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)� �������
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図- 5 香港発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)

表- 11 台湾発着の国際航空貨物の流動の推移 (総流動及び路線数)� ����� ���	�

 ���� 
 ����� 
 ����� � ����� � ����� � ����

����������� ����� �� �� �!��#" �!� !��$
%"���!� �$
 �&! �'�� " �'"&������ ��!�"#����!� �	
 "
����(�)�* � 
 ��� �+�	, ��-�.�/10�23� ��! " � "�� "� 
 � 
 �
.�4�(�)5/767832:9�;�����<=� ����� 
�
  
 ��>
 � 
 !��>
 �� "�!��?
 �  
 ""?
�
  � �	
@
 �  "�!�"

表- 12 台湾発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)� �������
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図- 6 台湾発着路線の規模の推移 (年間 100MT以上に限る．)
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4. 東アジア発着の国際航空貨物路線網の推移

図-7～図-15は，1992年，2000年及び 2008年の 3断面にお

ける東アジア発着の国際航空貨物路線網を図化したものであ

り，図-7～図-9は，北米・中南米を除く路線網，図-10～図-12

は，相手国を北米・中南米に限った路線網，図-13～図-15は，

発着国が東アジアで完結するものの路線網である．図化にあ

たっては，路線別の年間の貨物量に応じて，路線の太さを 4

段階に変えて図化し，年間貨物量 10万MT以上の路線を極

太線，年間貨物量 1万MT以上の路線を太線，年間 1,000MT

以上の路線を細線，年間 100MT以上の路線を点線としてい

る．貨物量 100MT未満の路線は図化していない．

これらの図により，

(1) 1992年～2000年においては，各路線毎の年間貨物量が

増加傾向を示していること，

(2) 2000年～2008年においては，全体的に路線網の稠密化

（ダブルトラック以上の路線の増加）が見られること，

特に，中国及び韓国を出発/到着空港とする路線網の充

実化が見られること，及び，

(3) 発着国がともに東アジア内となる路線においては，1992

年における東京・大阪を中心とする路線網から，2000

年においてソウルが輸送網の拠点に加わり，2008年に

おいては，北京・上海のほか，中国の地方都市とソウル

または東京の間を結ぶ路線等，東アジア域内の路線網

の充実が見られること

が確認できる．

上記のほか，路線網の推移について，その詳細を確認する

ため，図-16～図-21に日本発着の国際航空貨物路線網，図-22

～図-27に韓国発着の国際航空貨物路線網，図-28～図-33に

中国発着の国際航空貨物路線網，図-34～図-39に香港発着の

国際航空貨物路線網をそれぞれ図化した．図化の方法は上記

と同様である．また，台湾については，前述のとおり，OFOD

統計と実態との乖離が小さくないと想定されるところ，特段

図化は行っていない．これにより，

(1) 日本発着の国際航空貨物路線網は，1992年～2008年の

間，路線網に大きな変化は見られないこと，

(2) 韓国発着の国際航空貨物路線網は，対東南アジア・欧州

を中心に，路線網の稠密化・高需要化が進展している

こと，

(3) 中国発着の国際航空貨物路線網は，対東南アジア・欧州

を中心に，路線網の稠密化・高需要化が顕著に進展する

とともに，北京のほか，国際航空貨物市場における上海

の重要性が高まったことが窺えること，及び，

(4) 香港発着の国際航空貨物路線網は，対東南アジア・欧州

を中心に，路線網の稠密化・高需要化が進展し，2000年

以降，中近東・インドとの間の結びつきが強化されつつ

あること

が確認できる．
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図- 7 1992年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 8 2000年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 9 2008年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)
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図- 10 1992年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 11 2000年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 12 2008年における東アジア発着の国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 13 1992年における東アジア内国際航空貨物路線網

図- 14 2000年における東アジア内国際航空貨物路線網

図- 15 2008年における東アジア内国際航空貨物路線網
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図- 16 1992年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 17 2000年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 18 2008年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)
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図- 19 1992年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 20 2000年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 21 2008年における日本発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 22 1992年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 23 2000年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 24 2008年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)
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図- 25 1992年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 26 2000年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 27 2008年における韓国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 28 1992年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 29 2000年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 30 2008年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)
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図- 31 1992年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 32 2000年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 33 2008年における中国発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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図- 34 1992年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 35 2000年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)

図- 36 2008年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米を除く．)
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図- 37 1992年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 38 2000年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)

図- 39 2008年における香港発着国際航空貨物路線網 (北米・中南米に限る．)
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5. 東アジア発着の国際航空貨物流動（エリア間流動

及び二国間流動）

東アジア発着の国際航空貨物流動のうち，エリア間流動及

び二国間流動について，表-13～表-15にそれぞれ整理した．

表-13は，東アジア発着の国際航空貨物流動をエリア間流

動ベースでまとめたものである．対象年次は，1992年，1996

年，2000 年，2004 年及び 2008 年の 5 断面とし，それぞれ

の年次に該当する貨物量を下から上に順に記載している．な

お，発着国・地域がともに東アジアとなる場合，当該貨物は，

仕出地・仕向地の両方に記載しているため，合計値は，表-1

の東アジア発着の国際航空貨物流動に一致しない．

その結果，以下が確認できる．

(1) 東アジア内の貨物流動では，2000年から 2008年にかけ

て，日本-中国間，韓国-中国間，韓国-香港間の貨物の著

しい増加がみられ，その増加率は，それぞれ，3.92，7.27

及び 1.39であった．なお，2000年において，OFOD統

計における中国-香港間の貨物流動は報告されていない．

(2) その他の国・地域との間の貨物流動では，2000年から

2008年にかけて，対その他アジア貨物では，日本発着

貨物が減少 (増加率 0.77)である一方，韓国発着，中国

発着及び香港発着貨物はいずれも増加を示しており，そ

の増加率は，それぞれ 1.26，4.96及び 1.46となってい

る．また，対北米貨物においても，日本発着貨物が減少

(増加率 0.73)である一方，韓国発着，中国発着及び香港

発着貨物はいずれも増加を示しており，その増加率は，

それぞれ 1.11，20.92及び 1.72となっている．さらに，

対欧州貨物では，日本発着貨物が微増 (増加率 1.08)に

とどまる一方，韓国発着，中国発着及び香港発着貨物の

増加率は，それぞれ 1.66，9.51及び 1.44となっている．

これらから，特に，対その他アジア・対北米・対欧州路

線における，日本の相対的地位の低下が見られる．

また，表-14及び表-15は，東アジア発着の国際航空貨物流

動を二国間流動ベースでまとめたものである．表の作成方法

は，前述の表-13に準ずる．なお，東アジア発着分について

は，国ベースのみならず，個別空港の流動の状況が把握可能

となるよう，分類を細分化してまとめたものである．

その結果，

(1) アジア（東アジアを除く．）を相手国とする二国間国際

航空貨物流動については，

(a) フィリピン，マレーシア，ベトナム，インドネシ

ア及びインドを相手国とする二国間国際航空貨物

流動は，日本よりも韓国の方が既に多い（ベトナ

ム及びインドネシア以外では，貨物量の大小が逆

転した）こと，

(b) マレーシア，シンガポール及びインドを相手国と

する二国間国際航空貨物流動は，日本よりも中国

の方が既に多い（逆転した）こと，及び

(c) フィリピン，マレーシア，シンガポール，インド

ネシア及びインド相手国とする二国間国際航空貨

物輸は，日本よりも香港の方が既に多い（フィリ

ピン及びインドネシア以外では，貨物量の大小が

逆転した）こと，

(2) 北米を相手国とする二国間国際航空貨物流動について

は，依然として日本の諸空港（特に東京）の取扱量が他

より大きいものの，ソウル，香港及び上海の取扱量が急

増しており，今後も注視が必要であること，並びに，

(3) 欧州を相手国する二国間国際航空貨物流動について，東

アジア～欧州間の国際航空貨物流動で重要な位置を占

める対ドイツ，オランダの ODにおいては，対ドイツで

中国，韓国の貨物量が日本より多く，対オランダでは，

中国の貨物量が日本より多いこと

が確認できる．

また，表-16及び図-40は，東アジア発着国際航空貨物取扱

量及びそのシェアを空港別に整理したものである．

その結果，

(1) 日本の諸空港の貨物取扱量は横ばいまたは低下を示す

一方，ソウル・上海・香港の貨物取扱量は著しく増加し

ていること，及び，

(2) 東京（成田・羽田）の相対的地位が経年ごとに著しく低

下していること

が確認できる．
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　東アジア発着の国際航空貨物流動/井上　岳・丹生清輝

表- 14 東アジア発着国際航空貨物取扱量 (国・地域間流動)その 1

� ����� ���
	
�� ��

� � � �� ��� �������� �"!# $�% &('*) ��� ��+� $�% ,�- . � ��� ��/� $�% �� �� 021 3�4257698;:�<�=�>? > 8(@A = )CBDFE G
1H8*IKJ
> ? 1H8*IL��� � ?M ? $�%

NONQP ROSORUTVP W XVYZW [OSVP SFW [ZW \OSVP \O[OS]RVYVP YFW T^XV_OP SO\VR`RO\O[VP TOTFWaRO[FWbP NONON]XQ_OP NONOS^NFWbP YVTOYcWOWbP SOSO\]ROTVP _dRV_eYVSVP YOSOXfWb_OP _OSO\cW TVP SV_dXcW [QP TO\ONURVP \OSFWgROTONVP NV_O\
WOW SQP W YOTfW [VP RO\
W`W ROSVP SFW XZWOW SVP TOXFWhRVRVP XO[OS^TOXVP NORQ_iW NOSVP [ONOR`RFW \VP XFW S]RVSVP SOYOT^YORVP YVYOXcW NVP _QW X]SOSVP YOXOS]YVTVP \O\V_cW SVP S
WOWCNVP XO[ORcWOWdP RONOSU\VP WOW TjRV_QWbP RORVT
W ROTQP [OYOSUYVP TORVRZW \O\VP XO[OX]\OYVP TONOS]R
WbP SOXOTUTVP ROXV\]XOTVP \ORORZW NORVP SOXO[ZW \Q_OP ROYO\^YFWbP XV[FWhROYVP [O\V_e\FWbP _dSV_iW \V\VP \O\O[ RVXOSkYVP Wb_dYcW RQP _d\OSU\VP NOYOSjRONONVP YV_OT
W [OYQP RV_dYl_OP SOYVYZWOW TVP _dXOX]ROXVP SOYOScWb\VP W SOSUXVP ROSVT]SOTVP YV_d\ZW TONVP XO\OX]NVSVP [OTOT^XO\VP RVSONcW TVP YO\FWh\OSVP NV_dNZW [VTVP ROSOY NVP [O[O\kTQP W NONU\VP \O[ONjRO\OXVP YFWbY
YOXQP RORO[UTVP \OSVR]NFWbP TOXORU_OP NOROYl_OP W TOS YFWbScW TVP YONOXZW \OSVP XORO\ZW [VRVP YFWOWmSOXVP NVSOTcW YVP SO\O[]RORVP XO[V_eYQ_OP [V_QW XVP ROXFWCTQP NO\ORU\VP YO[OTnW NFWbP [OT
W
NFWdP _dSOSUSVP SO\VY]NOXVP W YORZW [O\VP \V_d[l_OP NFW T^\ONVP \FWd_iW TO[VP XO[OR]YV_OP XV_dYcWbXVP _dXOY^\OTVP _OSFWCSVP YV_dTkNVP XOSOX]RQ_OP SOSO\UYVP _V_dYoWbP YOSO\ \OXON YOYVP XONVT
YOTQP W TOTfW [VP NONV\]NOXVP W SOY^_QWbP SV_dScWVWbP TV_dX^\FWbP NOTV[ZWOW TVP [O[O[]YORVP \FWOWpSVP NOTOR^\ONVP Wb[OXcW \VP ROROX]RO\VP TOTFWh\V\VP XOTOTUXVP SVTONkRVP Wb_d[ ROROX NOTnWOW YVP SOYVY
W [FWdP \OTOSfW SVP YOSVSZWOW XVP W NOYcW SVP NONOSUSVP ROXO\fW TVP [ORVT]\OSVP ROYORZW \V_OP YO\OT]Y
WbP YV_d[^\O\VP WbTO\]RO\VP _dYFWh\ORVP _d[ON]TQ_OP _d[OXUXVP _ONO\k\VP XFW Tk\QP [O[O\ W XO[VP _dXV[
XV_VP [O\ORUYVP W T
Wm_dTVP W YO\cW XVP TOTONUTVP \V_dNl_OP NOXV[]RONVP YONOY]TOTVP \OSFWh\V\VP W RV_]RO[VP SQ_dXU_OP [OSORU_OP YONOY]RVYVP YOSONqWbP Y
W T YOSOTk\QP [OYO[ _d[VP [O[VT
ROYQP XOROYUYVP XONVX]\V_OP \OROSk\VP SOYORqWbP W NV_ SVP XV_dN]RFWbP [FW S]RQ_OP XORONUYVP T
W NoWbP [FW N WbRVP \ONO[ W \O\ RORVP [OX
W
W YQP \OXOT NO\V\cW NVP RONOYkYVP ROSFW \FW Yl_OP \FWbRcW TVP YV_QWhROXVP _d[OYUXVP W NOYfWOWbP Y
Wb_rRVP RO[OT XOSl_OP Wb_dS TFW RFWbP \FWVW
W XQP TONOTUSVP YORV[]RFWbP SFW TkNVP _dRV_oWbP W [OTU\VP _dTQ_sW SVP TOYONcW \VP _QW NU\VP NORONl_OP WbSOSoWbP [O[ONkSVP TOYO\UYVP \OROX RFWbP [OXVR
Wb_VP [O\OXU\VP _d\VT]RO[VP _O_QW YOYqWbP YOS
WkWbP NORONcW [VP TO[FWpXVP W SOSUXVP [VYV_r\VP W NOYkSVP W YORcWb[VP [ONOY RO\VP TOXVT
Wb_VP RO\OXqWbP XO[VNcW YVP YOSOTkSVP YOXOR ROSO[ TVP W [ORcW [VP XO[ORU\VP YOTOXU\VP RVRO\ _QW \k\VP W \OSUYVP ROSOT W TVP \FWbT
_VP YO[OT YV_OTkYVP XOYO[ W TOR W TORcWOWbP [OYONURVP TV_d[qWbP TVTOT WCRVP XOTONUXVP YONOS WbP RONON W RVP SO[VY
RO\QP _dSOT SOSVR]ROSVP W YV_lWbP SOSOR RV_QW ROTVSoWbP NOXV_rXVP \V_dY XONOSU\VP [VNFW _dTV_ SVP NO[O\ NO\ YVP YOSVS
RO\QP W XORqWbP TOSVN]ROSVP _QWOWCSVP YOSV_ TO\OY NO[VNkXVP RONOScWOWbP SOSFWpRVP W SOTU\VP [Q_dXk\VP TO\OR XVP [V_QW R
W X W RVP YONVT
W NQP RO\O[U\VP [O\V[]RORVP ROXO[ [kNVP [OXOSUXVP [OTO\URVP NVRON TVP TOROR YVP SOT
W
W YQP TO[V_k\VP ROXVX]RFWbP _O_d\k\VP NFW Y TOROTqWbP RV_OXkTVP _QW NkYVP WOW NU\VP ROTFWUWbP \VXONoWbP [FW T \VP NOSOT XVP \ORVN
NQP SOXV_k\VP NOSVScW \VP SFWOW SV_ T XOS
W XONO\kXVP XOSORU\VP _dSFWUWbP WbYOR W ROX RVP _O_dN SVP [OYQ_

RO\O\QP [ONOXfW [VP NOY
WaROSOSVP [V_O_tROSV_OP \OTV_e\Q_OP \FW NuWOW SVP \FWbT`\ONOYVP NONFWa\ORORVP _dXO\]N
WbP XOTOSuW SORVP TV[V_sW NVP ROYO[]\OTVP SO\V_iW RVSVP \OXOX^ROXVP XVXOTcWb_OP \FW NcW [QP NO[OYURVP \OSFWg\V_dYVP YORV\
RO\ONQP [ONV_]RV_OP TONV\`ROXOXVP XONO[`RO[O[VP XO[ON]\VTVP YORO\^NO\VP TOSV\`\ORONVP NV_dT`\ORFWbP [OYOT]\VTVP TFWOWvW \ORVP R
W R]\V_OP SOYO\^_dRVP NONOYZW \V\VP \OYON^RFWbP [VYOXcWOWbP _O_dRcWOWdP TORO[U\VP RFW [jSORO\VP XV_O[
ROXORQP _d[OS^\O[VP W \
WaRONORVP YO\OT]TO\VP TOYOY]RVTVP YFW X^RORVP W RVNZW [FWbP TO\O\`\OSONVP YOXO[`RO\
WbP \OTO[uW RO\VP _V_d[]TOTVP [FW X]XOYVP XO\OY`RO[VXVP XOTOXl_OP [VTV_sWOWbP _dNO\cW TQP _d\V_k\VP NOYOSjSONORVP XOT
W
RFWOWdP [OTO\^RO[VP TFWbS`RO\FWbP TOXV_eTFWbP YORO\cWbNVP ROYOYfW TVP SOY
WhYOXVP TONOR`RO\O\VP XONOYZW \VSVP ROYON^YOYVP \
Wb_eROSVP XO[FWhSOXVP [FWOW`W SVXVP ROYV_oWbP Y
W TkNVP YOSOYkYQP RV_dNU\VP \O[ONj\OROYVP SOXQ_
W \ORQP W RO[fW YVP YOTQ_iW TO[VP NV_O_sWOWbP SOTV_kYVP TO[OYqWbP SOTVT]RFWbP SORO[ZWb_d\VP \OXOYZW \VXVP _dTFWmTOYVP RV[FW]W NVP TV_dX]ROTVP ROXOXZW [VNVP W \OS [U_OP TOXO[kXQP [OXOTU\VP YO[OTjRORONVP XO[Q_

NONVP ROSOR]N
WbP _dSOSfW YVP \VXOT]RO\VP _dSOTwRO\O\VP [ONOX W YO[VP _dTOS]SVXVP XOXO[uW \OXVP YORV[`\OXOSVP RO\OSZWb_O_OP ROROX]RV[VP RV_dRs_dTVP _O\OT]RV_OP _dSO\]YORVP _O_dT^_O\VP YO[O\^\OYVP RV[ORcW YVP YOTOYcW SQP NO[O[USVP NOSOYj\O\OXVP NOXVS
WOW SVP W YOT]YVTVP W TOTfW XVP TVNOT]RO\VP W XORwRO\ONVP [ONV_ _d[VP RFW Y]\VXVP Wb_O_]XOXVP ROTVYZWb_dRVP XOTO\ZW TO\VP [FW NcWbRVP SO\OT^XOSVP \Q_dY]\O[VP TO[O\]XORVP XOYOX]NV[VP NOYOY^RO\VP YV[OX]RORVP SOROScWb_VP [OROXURVP ROXONj\FW SVP [OYV[
W ROTVP [OYOSZW [
WbP \OTOSfWb_OP [V\OXcW NVP RO\O[wROXORVP _d[OS W SVP _dTFW]WbTVP YO\OSfW NVP [ONQ_eSONVP XOYORZW RV_OP [O[FWh\Q_OP _QW N^TV_OP Wb\ON]\OSVP SOSO\]SOTVP SO\V_eNVXVP SV_dXfW [VP TVNOXcW SVP SOTONoWdP TO\FWpYVP W [OSjROXOYVP W YVT
W [OYVP RV_dY]XQ_OP [O\ORfWb_OP RV\OXcW YVP TO[V_xRFWOWbP [OTO\ W SVP _QW XcWb[VP TFW TfWOWbP RONVR]\OXVP TORO\]NOTVP NV_O_e\VRVP [V_dT^TO[VP \VRON]\ORVP XFW N]\O[VP W YOR]XV\VP SO[O\UTVP TV[OYkNVP XOTO[cW YQP _dRO[qWbP YOYOYjRFW RVP RONVN
YOXVP RORO[]RVYVP XOROYl_OP YV[OTkNVP SOXV_yW \ORVP W RO[ []XV_OP NONOY]RV\VP SOTO[^ROTVP NV[OScW [VP XOSONkXVP [FW Y]RVRVP _dNOX SVP YOTOY _O_d[ _d[VP NONVT
TVP W XOYUSVP SO\OY NV\O\ SOSORzW [VP NOYFW RVP TOXOX TFW T ROTVXk\VP \O\V_ W SFW [URVP _O\ON \FW T Y \VP [OXVR
W [VP RO\FW]Wb[VP NONO\USVP YVRO[oWbP TOSON{RV_OP TONO\ \VP YOYFW XOSOS SOXV\kSVP NOYOY \V_O_ [U\VP SVTV_ YON RVSOY \VP _dNVS
YVP TORORcWbSVP YOSOSU\VP _O\OTk\VP [O\O[{\O[VP W \FW YOTO[ SOS YONOS ROSO\ [qWbP _ONOX WbP _dNVX
_OP SOYOYUYVP W TFWUWbP XV[ONk\VP ROXOX{RO[VP TFW S YON YON [ W NFW WbP TOTOR WbP TOTVR
TVP \OSORUYVP XONOX YQ_dTk\VP NOSOSzW YVP YOTV_ [ [ WOW R [

W [OSVP SFW []NVXVP W YORfW NVP RVNOY]ROSVP W YV_xROSOSVP [V_O_ W YO\VP \ORO[]SQ_OP Wb_dTuW \V_OP [V_OX`\OXV_OP TV_QW`Wb_O_OP \OXV_eRV[VP RV_dRs_dYVP SQ_dS]ROYVP [OTOY]YORVP _O_dT^_O\VP YO[O\^\OYVP R
W [cW YVP YOTOYcW SQP NO[O[USVP NOSOYj\OSO[VP [ORVX
W ROSVP SFW X]NVXVP W SOY^RFWbP S
W T]ROSVP _QWOW|ROXOXVP XONO[ _dSVP [ONON]\VXVP YORFWmXOXVP _dR
W`Wb_O_OP XOSFW`W TO\VP \ONOXcWbRVP SO\OT^XV_OP YV\OT]\O[VP TONOR]XORVP XOYOX]NV[VP NOYOY^ROSVP [VTOS]RORVP SOROScWb_VP [OROXURVP ROXONj\FWb_OP YV_OS
W \O\VP XO[OXZWOWbXVP W NOY^RO[VP _V_QWhRORVP ROXO[wRONORVP YO\OT W TVP XO[FW]WbTVP YV_dYfW NVP [ONQ_eTO[VP TV_dXZW RV_OP ROSOS]\Q_OP _QW N^TOYVP NV\OT]\OSVP SOSO\]SOTVP SO\V_eNVXVP SV_dXfW [VP TVNOXcW SVP SOTONoWdP TO\FWpYVP W [OSjROXONVP NOY
W
WOW TVP _dXOX^_OTVP W YO\fW YVP YVSOT]RFWbP _O_d\wRO\FWbP TOXV_ W SVP _QW XcWb[VP XO[OSfWOWbP RONVR]\OXVP XFW R]NOTVP NV_O_e\VRVP ROXOX^TO[VP \VRON]\OSVP Wb_QWh\O[VP W YOR]XV\VP SO[O\UTVP TV[OYkNVP XOTO[cW YQP _dRO[qWbP YOYOYjRFW \VP YOT
W
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W \OSVP \O[OSZW [V\VP \V_d[UYVP RVSFWkWbP SOSORwROSV_OP \OTV_iW YO[QP _dTOSURVP TOXVXZW YO\VP \ORO[ W [O[VP TFW X [^\V_OP WbXOToWbP W \O\]\OXVP YOTOSZW [VYVP TO\ONUSVP _V_QW RONONkNQP _QW R \OXV_~W NOYVP YOSV[
WOW SVP TOXFWm_FWbP SV_dSUNVP _ORV_rSVP YOSV_xRO[O[VP XO[ON^_d[QP RFW YU\VP YOY
Wm_dSVP [ONON [ [^ROSVP RQ_dR NOYFWhSO\VP W TOS]XQ_OP XONOR TV[O\ WdP [O\O[ W \V_OP XO\VR
\OYVP TONOScWbSVP NONOS TO\VP TOYOYcW SQP _dTFW YOTV[cW TVP XO[FW [ [UYVP [VYFW W NOTk\VP ROYON]RVXVP TO\OS \OYVP [ONVN
ROXVP SOYOScWbXVP TOTONUSVP YVXORk\VP NFW Y{TFWbP YORO\cW SQP _QW X W SVP _QW X W SVP TV_O_ [USVP Wb\ON W TcWbRVP NV_dY \�Wb_OP W \VT
_OP NOROYU\VP SOYOR SV_}WOWbP SOTV_ [ RVP TOTOR [ _dNON _dNVN
ROYVP YFW Tl_OP NFW T \
W Y RV_QW�\V_OP \FW N]SOXQP XOXO[ TFWbT]SV_OP Wb_dT YVP XOTOX [l_OP NVRV_ RO\O[kXVP \ORO\]\V[VP [ORON \VNOR SFWCRQP SOXOSqWbP TOXV_{SOYVP NV_O\
RORVP XO[OScWVWbP TV_dXqWbP Wb[OT TO\OY{\OTVP YORO\]\OXQP Wb_O_ XOSVS]\OXVP YORFW WbP TV_dR [UNVP Wb[V_ NOTkXVP YOSOR]RVRVP _d\OS \
W R W [ SFW TqWbP _dXON�SFWbP ROYVS
RFWbP SOXOTUSVP ROXO\ YOY ROTVP YFW XcW TQP YO\OS SVScW TVP YV_dY [ [USVP Wd_dY \VP SFW Yl_OP NOROT WbP [OXOX�W XVP TOYQ_
W \VP W SOSUTVP \V_dN RVSO[ TOROTzW NVP ROYOYcW [QP TFW T YVNcW [VP XO[OS W RVP [OSFW [URVP _ONFW _lWbP W \OSUTVP [OROS RON \O\OR \OSOX�NVP XOXV\
_OP W TOSqWbP W NV_ WbTOR T�YVP TO[OY [ WbP TOTOS [qWbP TVNO\ ROYFWUWbP W XON \ RORO[�\VP ROXVX
XV_OP SO\OR]\VNVP \FWb_U_OP \
W R ROTOS~WOW SVP \FW TZW \OXQP YORO[ ROTVXZW \V_OP [V_dX \OTON [^ROYVP SQ_dRoWbP TOSORcW \VP RO[OX]RVTVP TORFWp\VP YVNOY SOSOS W [O[URVP [OTOX}_dTVP RO\VN
TOXVP NORV_e\
WbP NOTO[U\VP _OTV_ NO[ON{NO\VP TOSO\]XOXQP ROTOY SOXV\]XOXVP _dRFW YOX [fWb_OP Y
WOW NO\FWCNVP TORO[]RVTVP \V_dNqWbP _OYON \OTON W [URVP ROTOS�TOYVP [OTV\
TVP ROXO\cWbTVP [OROTqWbP YVSFW RORVP W RONcW NQP [ONV_ W NVP [ONV_ [ [USVP WbRV_ WbP NO[O[USVP W \O[ RVTV_ W X�W [VP SO\V[
XVP ROSOTl_OP NOXO[ WbP RV_dXzW TVP SOYFW]WOWdP RONOR WOWbP RONOR W [VP SOYOT [UTVP TV[O\ \FW Tk\VP XV_dYUSVP _dNV_ Wb\O[ SOXOR ROYOX�W TVP Wb_FW
YFW S XOSFW�WbP SOTOT [ RONFW [ XON WOW RFW SU\VP ROXV_ XOR \VP XORV\

RO\O[VP TOTFW`W TV[VP XO[ORfW TVP YQ_QWkWbP NOXV_x\ONOYVP NONFWa\OXOSQP RO\OSU\VP \O\Q_t\OXV_OP TV_QW W [ONVP TO\FW [s_d\VP TVXOSkRVP NO[OT]TOXVP \OYO\ZW XVSVP [OYONUNVP [VXFW _dYOScW RQP RV_dXU\VP NONO[j\ORO\VP [OTVR
W NOSVP [ONORZWOWbTVP [O[O[fW SVP TVYONkXVP RONOSw\ORONVP NV_dTZWb_dRQP XOTO\USVP NOYVYZWb_O_OP XOSFW WbP XOTOY [^TFWbP WbNO[kRVP [O[V_eTONVP TFW XZWOWbTVP YO[OTURVP XV[OS \OXONoWdP SOTOTUSVP [ORO\jRO\OXVP NOXVN
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W TVP YONOXUSVP XV_dN WbTOR XONO\{RFWbP SORO[ [ [ [ SVP \ONV_ [qWbP XVXOR WOW SONOTUTVP RO\OT [ XOR \ RORO[�_OP XOYVY
RO[FWbP NONON]YQ_OP XV_dY^ROXVP _O[OYkXVP \V_dYw\ORORVP _dXO\ZWb_O_VP ROROX W S
W`Wb_O_OP \OXV_iW [O[VP TFW XUYVP XOTOX \OTVNZW [ONVP TO\FW WOWVWbP \OYFWvWOWb_OP Wb\OR]XO[VP XONOT^_dYVP NOYOSZW XVSVP [O\OX^RFWbP RVTO\]\O[VP W RFWm_d\QP [OROS^RO[VP YOXFWgTOXOXVP W [VX
RFW \VP XFW S]YVRVP \FWOW^W \VP _FW NcWOWbP SOSFW|\ORFWbP [OYOTZW TO\QP [FW N \V_V_iW TO\VP \ONOX [qWbP TV_dR YVXoWbP XOTOY NV\VP \ORFWvW [O\VP \
W R]SOYVP XOYOX]XOTVP SORONZW \V\VP \ORONl_OP YVYOS]RORVP SO\OY]ROXQP _dRO[fW XVP NOXFWgSOROSVP _dTVN
W NORVP SOXO[ZW \Q_OP YO\OTfW [VP TV[FWCNVP [OXOSw\OSONVP YOXO[ZW RV_VP [O[FW ROSV\ZW RV_OP ROSOS [ [ [ [ W R
WbP XOXOR^NOTVP \
W \]XFWbP _d[OY]TV_OP SOTORZW R
WbP TFW YUTVP YVNOS]RORVP TOTOScW RQP _d\OTfW [VP YORORj\OYV_OP NONVX
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WbP YV_d[UXVP WbSOSkXVP [OTO\wRO\FWbP \OTO[]\V_VP _QW N []\V_OP _QW N [ [ [ [ZW RFWbP XOXOR RONVP Wb[OTkNVP \FWOW]W XVP TV_dY]\VNVP RV_dTqWbP RQ_d[ [ [ [�NOTVP TO\VN
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表- 15 東アジア発着国際航空貨物取扱量 (国・地域間流動)その 2
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FHGJI KJLMFONPI QJLPG LRF SPI KPGTFVUJWJLPI NJUJSRF NTI F UPGXUJUPUPI WMF YZNPI W
FJF[UJYPI YJKJL\YJLPI LJUJU\KPQPI KJNPG\YJYPI N
FJF\F UPI F UJS]WTI NMF KZKPI QJSJSZLPI SPWMF^SPI QJSMFVLJQPGJI UJKJW LPI NMFHS]LPI NMF S_F`I G`UJLPI WJNJK
NJYPI QJQPG]LPI F WJW F[NJSPI F UJNaYPG`WPI KMF WRF WTI UJQJKaYJKPSPI LJNJNZUPI WPQJW\YJUPI QJKJN\YJYPI G`KJY\KPNPI FJF LbUJSPI UPYJURF LPI QJWJQ]NTI LJNJWZLPI F QJNZWPI GJWMF\F QPI KJKMFVLJQPGJI YJLJW WPI FHGMF^WPI FHGTFcF`I KJYJLPI UMF U
NJLPI NJQJUZWPI WJKPG UTG`K\NJKPI NPG`QaYPG`SPI NJLJSRF WTI YJUJKaYJSPLPI KJSPG]YPI N
FJF[YJNPI WPG`Y\UJUPI UPG`WbGJQPI LJWJKbUJKPI QPYJYRF QPI F YJUdF`I QJYJSZSPI F YMF YJYZGJI KJKJNaNPG`WPI KJQPG NPI SJLPL]NPI SJLJL_F`I KJLJWPI YJYJW
LJWPI NJSMFONPI YJQJW WPYJW\LPGJI LJUJSaUJYJUPI F UJYRF YTI YJNPGXUJK
FHI G`KJLZLPI GJUJQ\UMFHI NJKJN\UJQPI GJG`Q\Y
FHI NPGTFeWJWPI LPQMF\F LPI LMF WdF`I QJUJSZYPI YJQPG GJKJLRF KPI KJWJQaNJWJKPI NJNPG NJNJWZLPI NMFHY]LPI WJWJQ_F`I UJNJYPI G`QPG
NJLPI UJLJNZYPI LJNJY KPYMF[LJQPI GTF SaUJLJLPI NJUJS]KTI G`WMFVUJWPNPI QJQJQZLPI KPWJY\WMFHI YJWJL\LPGJI LJSJW\WPWPI LPG`LbNJSPI GJYPGfF NPI NJUJL G`YJSZUPI F SJUgFHI GJWJURF YPI WJYJU*F KJSPI YJQJW SPGPG SPGJGhF`I LJQJLPI QJKJS
F QJK NJKJQ LJKJKiSJNPI QJKPGjLTI QJKJWiSPUPI FHGTF QZGJI YJUPGjSPI SJYJL\NPUPI G`LJLbNJWPI WPYJQ YTI NJYPG LPI UJUJKkGJGJI YJLJKZUPI SJNJW FPF^UPI SJLJUlYMF SPI QJUPG
YPI KJYJN WJUJU GJI LMFHGmF NJYPI QJUJQ]YTI SMF N*F LPNPI SJYJN QZGJI G`UMF\F KPI LJNJW\L
FHI YJSJNbLJLPI WPWPG WTI WMF W FJFHI F UJL*F QJYPI G`KMFOYPI UJWMF YPI UJWMFnYPG`QPI UJQJQ
UPI SJSPG YJSJY YPI YJSJL*F KJNPI QJSPGjKTI QMF Y*F SPQPI FJF L QRF QPI UJSJNRF UPI KJUJN\NPUPI WJYJKbNJLPI QPYJY WJNJU GJI KMFHG UPI YJYJSiKJKPI KJKJS FHI SJQPSdFHI SJQJSlKMF KPI UJWJS
F QPI LJLJK YJQJY F QPI SJWJWkG`KPI SJWJS]YTI F LJQiKPUPI QPG`S FPF URFJFHI QMF K]SPI YJSPG]YPI NJQJScFJFHI NPQJN]WPI KJUMF UPI F WMF SPI UJLJSiUPGJI YJUPG NPG`YgFHI NJWPQdFHI UMF YlWMF KPI KJYJU
NPI LPG`N NPI LPG`NoF YPI FHGTF FHYPI FHGTF QdFHI NMFHGjWPI LJUJNZLPI LJUJL KPI SJNJN QpF WJQPI FHG`N

S SqUPI SMF U UPI SMF U Q YPI KJQJQ NTI G`KJS SPI UJKJSZUPI QJSPG UPI QJSPGrF QJSPI SJSJY
F KJW F KJWqLPI F SMF YJLJN9LPI KJNJL KJW LPI KJKJN LPI KJKJN Q KJNPI YJKPG
UJLJN LJWJK KJKJQqYPI F LJS]NTI SJNMFsSPI QJYJQZNPI WTG`Y SJSJU Y FHI NPSJK NPI NJSJS Q GJGJI YJNJU
SJQJY SJQJYqWPI G`UJQ]LTI FHG`WtGJI SJNJW FPF QdFHI WJQJK FHI WJQJK Q YJWPI QJYJK
F NJS LJYJK WJSPGuYPI G`KJN FJF L9YPI KJSJU SJS LMF L UJQJL LPI UPNJQ WPI LJLJY Q WJYPI G`NJY

Q UMF S UMF S Q Q Q WJNPI UJKJS
UJW UJWqNPI KJLJS NPI KJLJS Q FHG FHG Q YJQPI LJSJY
F Y F YvFHI WJLJK FHI WJLJK Q Q Q WPGJI NJKJN
SJQJS NPG`Q FHI FHG`SvFHI F SJS FHI F SJS Q Q Q WPGJI UJYJS
G`SJL G`SJL YJLJU YJLJU Q Q Q LJQPI QJQJN

FHGJI SJWJKZNPI LMFHG L\NJQPI NJYJKaYJWMFHI G`KJQRF UTI NJWMFVYJUTGJI QJNMFONPI W
FJF[YJWPI LJWJQbG`LPI LMF KwFJFHLPI LJYJQbSJQPI YTGTF\F UPI F UJSRF LTI NPG`WZKPI QJSJSZLPI SPWMF\F NPI YJWJSaLJSJWPI KMFJF\FPFHI QJNMFOLPI NJLPQRF WPI NJUMFbNTI UJNJUPI QPG`Q
LJLPI F QPG]LPI UJSJS F[LJYPI G`QPGXKJQJYPI KJSJW\NJNTI QJUJNaKJNPKPI SJWJYZUPI WPKJKbG`NPI KJLJL\KJUPI FJF QwFJF`GJI YJKPG\SJLPI QPNJSRF LPI QJWJQ]YTI G`LJKZLPI F QJNZWPI GJWMF[NJNPI QJLJWaWMF KPI LMF WZYPI UJWMFOWPI FHGMF\F QPI GTF NcNTI YPGJGJI QJSJK
NJSPI G`UJQZUPI UJLMF UTG`K\LJUPI KJUJSaKJYJKPI SMF L\NJUTI UJSJUaKJSPWPI UJQJKZKPI YPKPG\G`WPI QJYJLbGTFHI WJLJN\SPUPI KMF YbKJNPI WPLJQRF QPI UJSJQdF`I QJYJScF YPI SPG`K YJYRF LPI UJUMFVLJYJUPI SJSJU QZWPI KJWPN]WPI KJWJNcNTI GJG`KPI F NJQ
WJYPI WJWJWZLPI WJKJQ WPYJW\UJQPI LJKJKaYJUJQPI QJUJW\NJUTI SJLMFVYPGJUPI SJKJUZLPI STG`U\YJLPI G`QJK\YJQPI WJYPGxYTGJI WJKJQbUJUPI UPQJLRF KPI F YJUdF`I QJUJScFJFHI G`WJK GJKJL\NJKPI LPG`SaLJQPGJI NJSJN UJQJQZWPI WJUPY]WPI SJUJYcNTI QJUPGJI NJQJS
NJYPI KJNJYZYPI YJSJW KPYMF[LJWPI LJKMFVUJUJYPI KJWPGjKTI KJUJWaUJYPUPI G`QMFOLPI SPWJU\WJLPI FHG`L\WJNPI NJWJS\WTGJI G`NJYbLJLPI NPKPGfF NPI NJUJL G`YJSZUPI F SJUgFHI GJWJURF YPI WJYJUaNJQJNPI KJYJN Q SPGPG SPGJGhF`I UMF SPI SJKJS
FJFHI KJYJSZWPI QJQJN F UPI KPGTFVWJYJYPI G`YJY\NJQTI UJSJNaWJKTGJI LJUJK GJKPGxLMFHI G`WJW\WJNPI G`LJLwF WPLPI KJSJKbWPGJI S
F U\NJQPI YJSJL]NTI UPGTFjGJI G`LJUcFJFHI FHSJQ]NPI GJG`UaLMFJFHI NJUJWZKPI WMF UZSPI F KPSRFHGJI YJQJW_F`I SJYJWPI YJYJY
NJYPI YJKJQZYPI UJLJN LJLPI NMF NaUJQJSPI KJWJW\NJWTI QJSJYaUJLPLPI SJWJQ Q\LJSPI NJWJQ\WJQPI F NJL\SPWPI UJKJQbWPGJI GPG`N\NJQPI SJUPG LPG`WZLPI SJYJLZYPI NPWJN]WPI G`LJYaNJUPGJI SJKPG]UPI UJUJNZNPI NJU
FOGJI KJQJL_F`I G`NJWPI NJNJY
NMFHI F NPG]WPI NJSJY NJUPI WJNJLaWMF UPI GJG`W\NMF`I KJWJYaWJLTGJI YJNJQgFHI WPUJYRF SPI SJUJN\NJLPI F KJU\UPWPI QJWPG\WJLPI GJLJS]SPI KJUJY F LPI GTF Y UPUJQ\NJNPI SJQJW*F KPGJI SJWJS NJYJUgFHI QJNPLdFHI NJKJK_F`I LJSJSPI QJNPG
F UPI QJSJLyGJI YMF Y NJNPI G`QJSaLJSJYPI G`UJNRF YTI SJKJUaWMFHLPI G`LPG]LPI UPKJWRF UPI YJUJN\NJQPI WJNJK\U
FHI NJUJLcF SPI SPUJK]SPI KJUPG FJFHI QJSJS KPI LJWMFaF LJYPI UJKJK WJLJW KPGJWdFHI LJQJK_F`I F YJUPI KJUJL
FHI WJYJW FHI WJYJW*F KJSPI SJUJK]YTI UPGJGmF SPYPI UJLJU NTG`L]WPI G`YJWRFJFHI WJNPGxNPKPI QJQJNZYPI NPNJL]YPI YJKJQ WPI YJKJW NJSJYiYJNPI QPG`Y FHGJU FHG`UlUJUJUPI QJKJY

Q NJW NJW Q Q Q FHGJI UJWJU
Q Q Q Q Q LJYPI G`UJN
Q Q Q Q Q LJLPI QJYJW
Q UPG`K UPG`K Q Q Q NJNPI SJNJW
Q Q Q Q Q F KPI SJYJS

FJFHI KJYJSZWPI QJQJN QRF UPI KPGTFVWJYJYPI G`SJQ\NJQTI UJSJNaWJKTGJI LJKJN GJKPGxLMFHI G`WJW\WJNPI G`LJLwF WPLPI KJSJKbWPGJI S
F U\NJQPI YJSJL]NTI UPGTFjGJI G`LJUcFJFHI FHSJQ]NPI GJG`UaLMFJFHI NJUJWZKPI WMF UZSPI F KPSRFHGJI YJQJW_F`I SJKJNPI NMFJF
NJYPI YJKJQZYPI UJLJN Q\LJLPI NMF NaUJQJSPI KJWJW\NJWTI QJSJYaUJLPLPI SJWJQ Q\LJSPI NJWJQ\WJQPI F NJL\SPWPI UJKJQbWPGJI GPG`N\NJQPI SJUPG LPG`WZLPI SJYJLZYPI NPWJN]WPI G`LJYaNJUPGJI SJKPG]UPI UJUJNZNPI NJU
FOGJI KJQJL_F`I G`YJQPI SPG`K
NMFHI F NPG]WPI NJSJY Q\NJUPI WJNJLaWMF UPI GJG`W\NMF`I KJWJYaWJLTGJI YJNJQgFHI WPUJYRF SPI SJUJN\NJLPI F KJU\UPWPI QJWPG\WJLPI GJLJS]SPI KJUJY QcF LPI GTF Y UPUJQ\NJNPI SJQJW*F KPGJI SJWJS NJYJUgFHI QJNPLdFHI NJKJK_F`I WJLJNPI QJSMF
F UPI QJSJLyGJI YMF Y Q\NJNPI G`QJSaLJSPGJI LJLJQRF YTI SJKJUaWMFHWPI LMF UZLPI UPKJWRF UPI YJUJN\NJQPI WJNJK\U
FHI NJUJLcF SPI SPUJK]SPI KJUPG QcFJFHI QJSJS Q]KPI LJWMFaF LJYPI UJKJK WJLJW KPGJWdFHI LJQJK_F`I F KJKPI GJGJG
FHI WJYJW Q QdFHI WJYJW*F KJSPI SJUJK]YTI UPGJGmF SPYPI UJLJU NTG`L]WPI G`YJWRFJFHI WJNPGxNPKPI QJQJNZYPI NPNJL]YPI YJKJQ QZWPI YJKJW Q NJSJYiYJNPI QPG`Y Q FHGJU FHG`UlUPG`WPI QJUJU
F NPI GTF Q NJUJU F NPI SJYJUaLMF SPI WJSJU]YTI UMF UaLJNPYPI QMF Q LPQMF[LJSPI F QMF[YJYPI YPG`QwFJFHLPI SJNJUzF YJQPI NTG`SZGJI NJYJK WPI FHSJQ\UJLPI UJWJKaWJWJWPI SJKMF\FPFHI F NJSZNPI SJY
F\F WPI QJSJQ_F`I UJNJKPI LJKJQ
YPI WPG`N NMF YPI WJSJL*FHG`YPI QJKJS]UTI NMF Q*F K
FHI NJSJS QRF QPI UJWJS\UJYPI KJSMF[UPYPI QJSPG\YJYPI K
F S]WPI UJLPG FHI YPKJW]YPI UJSJWaNJQJLPI FHGTFOWPI WJKJW F^WPI WJKJUlKJQPGJI G`KJK
FHI QJLJN LJUJW FHI LJKJYoF NPI YJQJS UJKJNoFHLPI F SMF Q]LPI G`KJWRFJFHI QJSJKRF`GJI QJUJU LMFHI SJLPG QpF UJLPI KJQJN
UJNJQ UJNJQiNJWPI F NJN UJQMF{NPWPI YJNJL Q UPI YJQJYZSPI NPG`N NPI SJNJWoFHGJI KJQJN QpF WMFHI F SJY

Q G`L G`L Q LPI KJNJYZNPI YJYJW YPI WJSJQ Q NMFHI LPGTF
NPI GJG`W F U NPI G`KJSiKJUPI UJKJQ]WTI QJYJKiKPSPI YJWJK FHKJLRF SPI NJKPGxWJQPI LJKJSbGJYPI UJLJWbNJUPI UPSJK UTI SJLJN GJI LPKJL\NJSPI LJYJWaNJQJWPI WJKPG]SPI NJUMF SMFHQRF QPI F YMFnWJWJSPI LJSMF
YJYJY YJYJYiKJLPI F WPGjLTI KMFHG_KPYPI SJYJW LRF LPI YPG`L\NJSPI G`WMF[WPKPI G`YJScF YPI LPNJN YTI G`KJU F WPI WPYJN]SPI NJUJL*F LJSPI QJQJU WJNJN WMFHS KJWMFnLJWJNPI SPG`S

QqWPI QPG`Y]NTI YJNPGqYPI G`QJL Q]NPI G`WJY]YPI UJKPGfFHLPI G`SJSZKPI QPNPG LPI QJUJN WPI SJNJQiLJSPI F LMF FHGJN FHG`NpF QJWPI NJKPG
WJSJY WJSJYoFJFHI UJUJKdF`I UJWJSoFHLPI F QPG Q]WPI WMF QRF QPI SJQJURFHWPI LJLJQZNPI LPSJK]WPI SJSMF LPI WJYJK LPI SPG`KiWJWPI WJKJQ U F UPL F UJKpF QJSPI KJLPG

Q WMF WMF Q LJNJL]LPI F SJWZWPI UJYJY NPI QJYJN NPI F KJSoF NPI LJLJW FHL F L NJUPI GTF Y
NJNJQ NJNJQ WJKJQ WJKJQ Q F WPI NJLJSZKPI QJUJNZWPI WPUJS WPG NJYPI G`SPG]UPI FHGTF FPF^UPI F KJNlLJUJSPI YJYJK
F WJN F WJN YJYPG YJYPG Q WPI UJWJW LJW NJQ WPI UJSJK G`S G`SlNJNJLPI KJKJS

Q Q Q Q Q UMFHI YJUJY
SJS SJS Q Q Q Q UJNPI UJNJK

Q Q Q Q Q UPI LJYJS
F UPI G`QJW NPG`Q QRF UPI SPG`WaWJQJUPI UJUJURF QTI UJKJLaWMFHYPI F LJK WPKJW\UJKPI LJKJKwF NMFHI NJSJKwF SPKPI UMFJF|F SJQPI LPLJYZGJI NJYJK]UTI SJLJN QcFJFHI YPNJQ\KJNPI SMF NaYPG`YPI NJYJU\NPUPI UJUMFOLPI KJKPN\NJSPI WJLJLcNTI LJLPGJI WJLJS
GJI NJKJQ NMF QZGJI LJQMFVNJUJSPI SJQJL]STI QJNPGXNJYPKPI SJLJQ L\NJWPI NJNJN\SMFHI FHG`YwF QPWPI KJYJYbKJLPI F`G`U]WPI UJLPGjYTI G`KJU QcF YPI FHYJYRF UPI KJWPGXLJWJYPI GJG`WZWPI SJKJU WJNPQ]UPI WJQJU_F`I LPG`WPI YJUJY
FHI QJLJN LJUJW QdFHI LJKJYoF YPI YJKJU]LTI NJQJSoFHSPI KJSJW Q]YPI UJLJQRFHGJI YJKJU\LPQPI KJUJWZKPI QPNPG Q QZLPI QJUJN Q]WPI SJNJQkGTFHI QJYJK Q FHGJN FHG`NlLJQJSPI G`WJU
FHI FJF U Q QdFHI FJF UiLJUPI YJKJQ]NTI QJUJQiLTGJI G`LJQ Q]WPI WMF QRF YPI UMFJF[NPLPI YJQJNZNPI LPSJK]WPI SJSMF QZLPI WJYJK Q]YPI SJQJNiYJNPI NJKJN U F UPL F UJKlLJQJLPI UJYMF
Q Q Q Q FJF W Q FJF W Q LJNJLZGJI QJNJQyGJI NJLJQ Q Q QZNPI QJYJN Q]NPI F KJSoF KPI KJNJW Q FHL F L UJNPI WJUJY

SMFHI LJLMFOSPI G`SJK QwF QMFHI F NJSaLJKPGJI F SJS\WJUTI SPG`LaWJLPLPI FHG`NgFHI WTGJG}F QJYPI NJWJW\KJLPI WJYPG}F LPUPI GTF QbYJLPI QTG`K\NJLPI NMF U QZKPI UMF LZNPI NPUJYRF WPI KJQJSaWJLPGJI NJSJN\LPNPI YJKJNbLJLPI WJWPU\YJYPI F NPGRNTI LJNJYPI LJWJU
KJQPI YJLJQZSPI G`YPG Q\SJQPI LJSPGXNJUJUPI YPGTF[NJSTI F NJKaNJKPWPI G`SJS YPKJNwF QJWPI WMF Y\YJKPI LJYJLwF QPLPI F NJWbUJYPI GJUJWRF KPI G`YJL Q QZLPI QPNJW\NMFHI LJYJWaLPG`UPI KJQJK\N
FHI F SMFeNJLPI UJNPW\WJWPI GTF U_F`I G`SJQPI YJNJQ
YJUPI SJNJWRFHQPI QJSJL QbG`YPI QMFHGXNJNJNPI KJSJQ\NJKTI UJLMFVNJU
FHI WJNMF LJNwF QJWPI YJQJK\YJQPI LMF K\SPSPI SJWJNbNJLPI UPQJS]WPI QJLMF QcF QPI KJSJS Q QaLJQJLPI LJQPGfFHLPI KJWMFOKPI QMFHK\NMFHI KJUJS_F`I YJLJSPI LJSJK
YJYPI F KJLZWPI FHG`N QbG`QPI LJUJU*F WJKPI NJNJK\WJQTI SJWMFaF KPSPI F YJS UPKJY Q\WJYPI F SJK\KTGJI YJNJQcF WPI LPLJQ]KPI UJQJL QcF NPI SJSJS Q\NJQPI YMF K*F SJQPI NJYJKRFHSPI NPG`KZUPI QPGMF[NJWPI LJWJS_F`I NJNJNPI UPG`S
LJKPI SJWPG]WPI WMF L L
F Y\WJLPI YPG`YiYJUPI SJNJWZGPI NJLJYkGJLPI F YJQ Q Q\NJSPI UJNJQbGJQPI LJLJUZSPI NPYMF^LPI NJYJY QZSPI WJYJL QRF WPI LPG`N*F LJYPI NMFHG]YPI LJWJSZWPI WMFHYRF QPI G`YJU~G`YJKPI LJUJY

Q Q Q QqYPI KJWJU Q9YPI KJWJU QdFHI SJQJL Q QZNPI UPSJS Q Q Q Q QqWPI UJQJN Q Q QlNJSJUPI QMF N
Q Q Q QoF NPI SJYJL QoFHNPI SJYJL Q Q QgFHI YJKJWZWPI QPYPG Q Q Q Q QqUPI G`UMF Q Q QlNJNJYPI NJUJN

FHI WJSJU F NJY QdFHI YJNMF{NPGJI QJLJKZGPI F UJWiLPWPI F SJN QdFHI SJWPGjWPI UPG`UZUPI KPG`LcF NPI FHWPG Q QgFHI YJQJN Q QiNJYPI F WJW FJF U Q FJF UlUJWJKPI LJWJN
LPI WJKJN Q Q]LPI WJKJNiLJLPI NMF N]LTI F WJQiLPYPI LJUJN QdFHI F SPGjLPI YMF WgFHI UJYJNcF QPI NTG`N Q QgFHI LJSJK Q QoF KPI QJWJL Q Q QlLJSJUPI YMF K
FHI LJSJW SMF U Q]NPI LJQJSiWMFHI WJLJLdF`I LJNPG_WPNPI G`YJQ Q Q QZLPI QMF QcF QPI UPYJS Q Q LJSMF Q QoF LPI SPG`Q YJSJY NPS G`NJUlLJWJUPI UJYJN
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表- 16 東アジア発着国際航空貨物取扱量 (空港群別)� ����� ���	�
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(注)貨物取扱量の合計値は，シェアの計算上，東アジア内で完結する流

動をダブルカウントしており，表-1 の総流動に一致しない．
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図- 40 東アジア発着国際航空貨物取扱量のシェアの推移

6. 路線別東アジア発着の国際航空貨物流動

表-17は，東アジア発着の国際航空貨物流動の推移を路線

別に整理したものである．分析対象 753路線のうち，2008年

の貨物量の上位 50路線を順に表に示す．

2008年において最大の貨物量を擁する路線は，東京～香

港間である．2000年においても最大の貨物量を擁する路線

であったが，2000年～2008年の貨物量の増加は，僅か 5%に

留まっている．その他，2000年における貨物量の上位 5路

線はいずれも，東京または大阪を発着する路線であったが，

当該路線の貨物量はいずれも微増または大幅減となっている

（大阪～香港：2 位→24 位，東京～台北：3 位→38 位，東

京～シンガポール：4位→27位，東京～ニューヨーク：5位

→25位）．

2008年と 2000年の貨物量を各路線毎に比較すると，2008

年における貨物量上位 50路線のうち，貨物量が 2倍以上に

増加したのは，ソウル～上海，上海～アンカレッジ，東京～

上海，ソウル～フランクフルト，香港～アンカレッジ，上海

～シンガポール，上海～フランクフルト，大阪～上海，ソウ

ル～アンカレッジ，北京～フランクフルト，上海～パリ等で

ある．上海を仕出地または仕向地とする貨物の顕著な増大が

確認され，中国の急激な経済発展がその背景にあるものと推

察される．なお，2008年における高需要路線（年間 10MT以

上全 19路線）の内訳は，日本発着（4路線），韓国発着（4

路線），中国発着（8路線）及び香港発着（8路線）と，中国

または香港を発着する貨物 ODが急激に増加していることが

確認される．

7. 結論

本資料は，近年の東アジア・東南アジアにおける航空市場

の発展が著しいこと，また，2005～2025年の世界の航空貨物

輸送において，アジア太平洋地域が世界最大の航空市場に成

長するとした ICAOの予測結果を踏まえ，東アジアを発着す

る国際航空貨物流動の動向について，ICAOの OFOD統計に

より分析を行ったものである．本資料の成果は，航空需要予

測の高度化をはじめ，我が国の航空・空港政策立案のための

基礎資料となるものである．本資料の主要な結果は以下のと

おりである．

(1) 2008 年の総流動は約 762 万 MT で，2000 年と比較し

て+41.3%(年率+4.4%)となった．

(2) 2008 年における貨物 OD の数（年間貨物量が 100MT

以上のものに限る．）は 428 であり，2000 年と比較し

て+36.3%(年率+3.9%)となった．

(3) 東アジア発着の国際航空貨物路線網の推移をみると，(a)

全体的な路線網の稠密化（ダブルトラック以上の路線

の増加），(b)中国及び韓国を出発/到着空港とする貨物

ODの顕著な増加がみられた．

(4) 東アジア発着国際航空貨物取扱量（空港群別）をみる

と，日本の諸空港の貨物取扱量は横ばいまたは低下を

示す一方，ソウル・上海・香港の取扱量は著しく増加．

また，東京（成田・羽田）の相対的地位が経年ごとに著

しく低下した．

(5) 東アジア発着の国際航空貨物流動（エリア間流動）をみ

ると，特に，対その他アジア・対北米・対欧州路線にお
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表- 17 東アジア発着国際航空貨物取扱量 (路線別)
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ける，日本の相対的地位の低下が見られる．

8. おわりに

本資料は，東アジア発着の国際航空貨物流動の動向につい

て，分析を行ったものであるが，その内容は基礎的なものに

留まる．しかしながら，取りまとめの過程で得られた知見，

整理した時系列データの活用により，より詳細な分析を実施

することが可能であると考えている．その成果については，

後日，研究報告等として改めて取りまとめたいと考えている．

(2012年 2月 14日受付)
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付録 A本資料における分析対象都市

図 A- 1 本資料における分析都市 (1)

図 A- 2 本資料における分析都市 (2)
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図 A- 3 本資料における分析都市 (3)

図 A- 4 本資料における分析都市 (4)
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付録 B本資料におけるエリアの定義

表 B- 1 本資料におけるエリアの定義
エリア 国・地域

アジア 日本 韓国 中国 香港 台湾

タイ フィリピン マレーシア シンガポール ベトナム

インドネシア インド パキスタン スリランカ モルディヴ

カンボジア ネパール ミャンマー バングラデシュ ブルネイ

マカオ モンゴル アゼルバイジャン ウズベキスタン カザフスタン

キルギス タジキスタン

オセアニア オーストラリア ニュージーランド フィジー ニューカレドニア タヒチ

パプアニューギニア パラオ

北米 米国 カナダ

中南米 メキシコ ブラジル アルゼンチン チリ

欧州 英国 アイルランド フランス ドイツ オランダ

イタリア フィンランド デンマーク スウェーデン ベルギー

オーストリア スイス ロシア ギリシャ スペイン

チェコ ハンガリー ポーランド ルクセンブルグ

アフリカ中近東 トルコ イラン アラブ首長国連邦 カタール サウジアラビア

エジプト バハレーン 南アフリカ イスラエル オマーン

マダガスカル モーリシャス クウェート
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